会　　　議　　　録
○　期　日　　令和５年４月11日（火）13時30分～14時00分
○　場　所　　湖西市防災センター２階会議室
○　会議内容　湖西市交通安全対策委員会（春の運動）
１　委員長あいさつ（湖西市長）
　・５月11日から始まる春の全国交通安全運動についての説明がある。
　・R3年７月末に起きた死亡事故から、621日が経過した。死亡事故ゼロが１日でも長く続くよう、さらに交通事故件数も減らしていけるよう、交通安全活動に励んでいく。
　・令和５年４月１日より自転車利用時のヘルメット着用が努力義務化になるという、新しい制度が始まった。市内で発生した直近３件の交通死亡事故は自転車が絡んでいることから、ヘルメット着用の推進を図っていきたい。また、新学期で学校等始まっているため、子どもの交通事故防止についても、周知や注意喚起等していきたい。
　・地域の皆様におかれましては、朝夕の街頭指導や子どもの見守り活動に感謝申し上げ、引き続き子供たちの交通事故防止活動にご協力いただきたい。
２　湖西警察署長あいさつ
　・今年に入り市内の人身交通事故発生件数は、昨日時点で59件（前年比－1件）、負傷者数は74人（前年比＋２人）で、昨年と比較しほぼ横ばいで推移している。
　・市内の事故形態は、追突事故が最も多く、次いで出合い頭の事故となっている。年齢別でみると高齢者の事故が最も多く、県全体をみても同様の状況となっている。
・４月１日より改正道路交通法の改正により、自転車利用時のヘルメット着用が努力義務化となった。県内過去10年のデータによると、自転車事故により亡くなった方の約７割が頭部の怪我が原因で亡くなっている。ヘルメットの着用の推進が自転車死亡事故削減に大きな効果があると期待されている。
　・県警では、自転車を利用するときに特に実践してもらいたいことを、しずおか自転車事故防止３つの柱＋１というキャッチフレーズにしている。１つ目の柱　交差点では周りに気を付けよう、２つ目の柱　一時停止場所ではしっかり停まろう、３つ目の柱　急がずゆっくり走ろう、＋１　アシスト自転車の特性を理解しようという内容で現在進めている。
・交通事故は被害者のみならず加害者の人生も一瞬で変えてしまうという悲惨なものであるという認識を持ってもらうよう、交通安全意識を高める活動を行っていく。
　
３　議題
　・「春の全国交通安全運動」湖西市実施計画について報告。各委員了承。
４　閉会
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